
補
陀
洛
の
自
然
相

は
じ

め

に

補
陀
洛
山
は
も
と
南
イ
ン
ド
の
海
上
、
ま
た
は
海
辺
に
存
在
す
る
と
さ
れ
た
観
音
菩
薩
の
山
で

あ

っ
た
。
観
音
信
仰
が
二
世
紀
ご
ろ
大
乗
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
補
陀
洛
山
も

『
華
厳
経
』
な
ど
の
経
典
類
に
理
想
化
さ
れ
て
描
か
れ
た
。
そ
し
て
補
陀
洛
思
想
の
展
開
は
そ
れ

に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
経
典
類
の
記
述
を
媒
介
と
し
て
、
ま
た
直
接
的
に
海
上
ル
ー
ト
で

伝
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
各
所
に
観
音
霊
場
と
し
て
現
実
の
補
陀
洛
山
を
成
立

さ
せ
た
。
中
国
の
普
陀
山
、
韓
国
の
洛
山
、
日
本
の
熊
野
那
智
や
日
光
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ

ら
ほ
ど
著
名
で
な
く
と
も
、
た
と
え
ば
島
原
半
島
南
端
の
岩
戸
山
や
紀
伊
水
道
の
伊
島
な
ど
の
い

わ
ば
小
補
陀
洛
も
各
地
に
成
立
し
た
。
さ
ら
に
、
縁
起
に
当
所
は
補
陀
洛
山
で
あ
る
と
伝
え
る
寺

院
や
、
「
フ
ダ
ラ
ク
」
を
寺
名
や
山
号
に
も
つ
寺
院
も
各
地
に
建
立
さ
れ
た
。
以
上
の
現
実
化
し

た
補
陀
洛
山
は
本
来
の
補
陀
洛
山
の

「
写
し
」
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の
多
様
性
を
も
つ
補
陀
洛
山

観
念
の
う
ち
の

一
型
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

さ
て
、
そ
れ
ら

「
写
し
」
と
し
て
の
補
陀
洛
山
が
成
立
す
る
と
き
に
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、

ど
の
国
や
地
域
に
お
い
て
も
、
必
要
と
さ
れ
た
共
通
の
条
件
ら
し
き
も
の
が
あ

っ
た
ら
し
い
。
補

陀
洛
山
は
ど
こ
に
で
も
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
た
だ
観
音
像
が
祀
ら
れ
て
さ
え
い
れ
ば
、

そ
の
場
所
が
た
だ
ち
に
補
陀
洛
山
と
さ
れ
た
の
で
も
な
か

っ
た
。
そ
の
共
通
の
条
件
の

一
つ
が
、

多
分
に
主
観
の
入
り
混
じ
る
余
地
や
解
釈
の
自
由
は
あ

っ
た
に
し
て
も
、
そ
の
土
地
の
自
然
相

（自
然
景
観
）
が
本
源
の
南
イ
ン
ド
の
補
陀
洛
山
、
ま
た
は
経
典
類
の
描
い
て
い
る
補
陀
洛
山
に

類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ネ申

富

「写
し
」
と
し
て
の
補
陀
洛
山
が
自
然
相
に
お
い
て
経
典
類
の
補
陀
洛
山
に
類
似
し
て
い
る
こ

と
は
、
以
下
に
も
み
る
よ
う
に
各
地
の
補
陀
洛
山

・
寺
院
の
縁
起
や
地
誌
類
に
も
散
見
す
る
こ
と

で
あ
る
し
、
ま
た
個
別
的
に
は
今
ま
で
も
論
者
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
個
別
と
全
体
と
を
眺
め
渡
し
な
が
ら
総
合
的
に
記
述
す
る
こ
と
を
試

み
、
ま
た
そ
の
こ
と
の
信
仰
的
意
味
を
探

っ
て
み
よ
う
。

一
一　

経
典
類

に
お

け
る
補
陀
洛

の
自
然
相

で
は
経
典
類
に
描
か
れ
て
い
る
補
陀
洛
の
自
然
相
と
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

『
法
華
経
』
翌
日
門
品
」
に
は
、
直
接
観
音
の
住
所
に
つ
い
て
述
べ
た
個
所
は
な
い
。
し
か
し

い
わ
ゆ
る
七
難
の
救
済
を
説
く
条
の
う
ち
に
、

若
し
大
水
の
た
め
に
漂
わ
さ
れ
ん
に
、
そ
の
名
号
を
称
え
ば
、
即
ち
浅
き
処
を
得
ん
。
若
し

百
千
万
億
の
衆
生
あ
り
て
、
金

・
銀

・
瑠
璃

・
碑
礫

・
稿
稽

・
珊
瑚

・
琥
珀

・
真
珠
等
の
宝

を
求
め
ん
が
た
め
に
大
海
に
入
ら
ん
に
、
仮
使
、
黒
風
そ
の
船
肪
を
吹
き
て
、
羅
刹
鬼
の
国

に
瓢

わ
し
堕
じ
め
ん
に
、
そ
の
中
に
若
し
乃
至

一
人
あ
り
て
、
観
世
音
菩
薩
の
名
を
称
え

ば
、
こ
の
諸
の
人
等
は
皆
、
羅
刹
の
難
を
解
脱
る
る
こ
と
を
得
ん
。

と
大
水
の
難

・
羅
刹
の
難
を
詳
し
く
説
い
て
い
る

一
節
が
あ
る
。
こ
の
個
所
は

「普
門
品
」
の
成

立
当
時
に
現
実
に
行
わ
れ
て
い
た
南
イ
ン
ド
と
セ
イ
ロ
ン
島
と
の
海
上
貿
易
に
従
事
す
る
人
々
の

観
音
信
仰
を
叙
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、
も

っ
て
こ
の
個
所
は

「補
陀
洛
山
を
以
て
観
音
菩
薩
の

住
処
と
な
し
た
所
以
」
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
海
上
守
護
の
観
音
信
仰
と
し
て
の
補
陀
洛
信

仰
の
発
祥
の
よ
う
す
を
う
か
が
わ
せ
る
。
こ
こ
で
は
補
陀
洛
山
は
、
海
の
イ
メ
ー
ジ
が
卓
越
し
て
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い
る
。

八
十
巻

『
華
厳
経
』
（巻
六
十
八
）
に
は
、
善
財
童
子
が
訪
ね
た

「補
恒
洛
迦
」
山
に
つ
い
て
、

海
上
に
山
有
り
て
聖
賢
多
し
。
衆
宝
成
す
所
極
め
て
清
浄
な
り
。
華
果
樹
林
皆
遍
満
し
、
泉

流
池
沼
悉
く
具
足
す
。
勇
猛
丈
夫
観
自
在
、
衆
生
を
利
す
為
に
此
の
山
に
住
す
。
（以
上
、

頌
。
中
略
）
其
の
西
面
の
巌
谷
の
中
を
見
れ
ば
、
泉
流
榮
映
し
、
樹
林
翡
欝
し
、
香
草
柔
軟

に
し
て
、
右
に
旋
り
て
地
に
布
く
。
観
自
在
菩
薩
、
金
剛
宝
石
の
上
に
結
枷
映
坐
し
た
ま
ひ
、

無
量
の
菩
薩
は
皆
宝
石
に
坐
し
て
恭
敬
囲
連
す
。
為
に
大
慈
悲
の
法
を
宣
説
し
、
其
れ
を
し

て

一
切
の
衆
生
を
摂
受
せ
し
む
。

と
あ
る
。
そ
の
自
然
相
は
海

・
山

・
衆
宝

・
華
果
樹
林

・
泉
流
池
沼

・
巌
谷

・
香
草

・
金
剛
宝
石

な
ど
で
表
象
、
荘
厳
さ
れ
て
い
る
。
六
十
巻

『
華
厳
経
』
（巻
五
十

一
）
の
そ
の
対
応
個
所
を
見

る
と
、観

世
音
菩
薩
の
山
西
の
阿
に
住
む
を
見
る
。
処
々
皆
流
泉
浴
池
有
り
。
林
木
欝
茂
し
、
地
草

柔
軟
な
り
。
金
剛
宝
座
に
結
枷
映
坐
し
、
無
量
の
菩
薩
恭
敬
囲
連
す
。
為
に
大
慈
悲
の
経
を

演
説
し
、
普
く
衆
生
を
摂
す
。

と
あ
り
、
自
然
相
は
や
は
り
山

・
流
泉
浴
池

・
林
木

・
地
草

・
金
剛
宝
座
な
ど
で
表
象
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の

『
華
厳
経
』
の
形
象
を
受
け
て
密
教
経
典
に
も
補
陀
洛
山
の
自
然
相
を
描
写

す
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば

『
不
空
絹
索
神
呪
心
経
』
で
は
、
種
々
の
宝
樹

・
香
花
軟
草

・
宝

泉
池
沼

・
無
辺
の
異
類
禽
獣
な
ど
が
補
陀
洛
山
を
荘
厳
し
て
い
る
。
『陀
羅
尼
集
経
』
（巻
三
）
の
、

ズ
補
陀
落
伽
山
は
）
海
島
と
云
ふ
」
も
、
別
の
角
度
か
ら
の

一
つ
の
表
現
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
経
典
に
は
、
補
陀
洛
山
は
海
島
で
あ
り
、
樹
林
や
草
が
繁
茂
し
、
巌
谷
が
あ
り
、
川

・

泉

・
池
な
ど
の
水
の
表
象
に
も
富
む
、
清
浄
な
る
場
所
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
中
の

金
剛
宝
石
が
観
音
の
坐
す
場
所
で
あ

っ
た
。

経
典
で
は
な
い
が
、
『
大
唐
西
域
記
』
（巻
十
）
に
は
、

山
径
危
険
、
巌
谷
敬
傾
。
山
頂
に
池
有
り
て
、
其
の
水
澄
鏡
な
り
。
大
河
を
流
出
し
、
周
流

山
を
続
る
こ
と
二
十
匝
に
し
て
南
海
に
入
る
。
池
の
側
に
石
天
宮
有
り
て
、
観
自
在
菩
薩
往

来
遊
舎
し
た
ま
ふ
。

と
あ
り
、
山

・
巌
谷

・
山
頂
の
池

・
周
流
す
る
大
河

・
石
天
宮
の
表
象
が
み
ら
れ
、
大
河
は
南
海

に
注
い
で
い
る
。
こ
れ
は
六
十
巻

『
華
厳
経
』
の
叙
述
を
さ
ら
に
敷
術
し
た
も
の
ら
し
く
も
あ
る

が
、
山
も
そ
の
他
も
全
体
に
広
大
化
し
て
い
る
。
ま
た
山
頂
の
池
が
大
河
を
流
出
し
、
山
を
二
十

周
も
し
て
南
海
に
入
る
と
い
う
描
写
は
補
陀
洛
山
が
大
い
な
る
水
源
地
で
あ

っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ

し
、
そ
の
教
主
た
る
観
音
が
水
の
神
、
豊
饒
の
女
神
の
属
性
を
も
つ
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
こ

の

『
大
唐
西
域
記
』
の

「布
咀
落
迦
山
」
の
叙
述
が
、
ま
た
各
地
の
補
陀
洛
山
の
出
現
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。

以
上
の
経
典
類
に
説
く
補
陀
洛
山
の
自
然
相
を
ま
と
め
て
み
る
と
、

海

・
山

・
衆
宝

・
華
果
樹
林

ｏ
泉
流
池
沼

・
巌
谷

ｏ
香
草

・
金
剛
宝
石

（八
十
巻

『華
厳
経
し

山

・
流
泉
浴
池

・
林
木

・
地
草

・
金
剛
宝
座

（六
十
巻

『華
厳
経
し

海
島

（『
陀
羅
尼
集
経
し

山

・
巌
谷

・
山
頂
の
池

ｏ
周
流
す
る
大
河

・
南
海

・
石
天
宮

（『
大
唐
西
域
記
し

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
補
陀
洛
山
は
海
島
な
い
し
海
岸
の
山
で
あ
り
、
泉
や
池
を
擁
し
、
樹
草
が

繁
茂
し
、
巌
谷
が
あ
り
、
そ
し
て
、
川
を
流
出
し
て
い
る
清
浄
な
る
場
所
で
あ
る
。

〓
一　

各
地

の
補
陀
洛
山

の
自
然
相

さ
て
、
や
や
く
だ
く
だ
し
い
が
、
以
下
に
は
各
地
の

「写
し
」
と
し
て
の
補
陀
洛
山
を
取
り
上

げ
て
簡
潔
に
そ
の
自
然
相
に
ふ
れ
、
そ
れ
を
本
来
の
補
陀
洛
山
の
自
然
相
と
対
比
さ
せ
て
み
よ
う
。

た
だ
し
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
補
陀
洛
山
は
、
各
国
で
代
表
的
と
さ
れ
る
補
陀
洛
山
、
地
方
的
と

考
え
ら
れ
る
補
陀
洛
山
の
二
、
三
、
お
よ
び
縁
起
に
当
所
は
補
陀
洛
で
あ
る
と
す
る
寺
院
や
、
補

陀
洛
を
寺
名
や
山
号
に
も
つ
寺
院
の
数
例
で
あ

っ
て
網
羅
的
で
は
な
い
。
チ
ベ

ツ
ト
、
ラ
サ
の
ポ

タ
ラ
山
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
。
ま
た
、
以
下
の
記
述
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て

そ
の
地
理
上
の
位
置

・
現
況

・
開
山
伝
承
な
ど
に
も
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。

普
陀
山

（中
国
）

杭
州
湾
の
沖
に
浮
か
ぶ
舟
山
群
島
の
中
の

一
島
。
島
は
周
囲
二
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
。
山

が
ち
で
、
海
岸
は
岬
が
多
く
、
浜
も
あ
る
が
険
し
い
崖
が
続
く
。
島
内
に
は
観
音
に
関
係
づ
け
ら

れ
て
い
る
自
然
の
洞
窟
や
奇
岩
怪
石
が
非
常
に
多
い
。
ま
ず
は
、
海
島
で
あ
る
こ
と
と
そ
の
自
然

の
あ
り
さ
ま
が
、
普
陀
山
を
補
陀
洛
に
擬
す
る
有
力
な
因
と
な

っ
た
か
と
観
察
さ
れ
る
。
近
年
地



元
で
刊
行
さ
れ
た

『普
陀
洛
迦
山
志
』
も
、
普
陀
山
の
自
然
環
境
が
諸
経
に
説
く
観
音
の
聖
地
と

相
似
し
て
い
る
こ
と
が
早
く
か
ら
気
づ
か
れ
て
観
音
信
仰
が
起
こ
っ
た
と
考
察
し
て
い
る
。

咸
淳
五
年

（
一
二
六
九
）
の
成
立
の

『
仏
祖
統
紀
』
（巻
四
三
）
は
、
普
陀
山
が
補
陀
洛
山
で

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

山
は
大
海
中
に
在
り
。
鄭
城
を
去
る
こ
と
東
南
水
道
六
百
里
。
即
ち
華
厳
に

「南
海
岸
の
孤

絶
処
に
山
有
り
て
補
恒
落
迦
と
名
づ
く
。
観
音
菩
薩
其
の
中
に
住
み
た
ま
ふ
」
と
謂
ふ
所
な

り
。
即
ち
大
悲
経
に

「補
陀
落
迦
山
、
観
世
音
宮
殿
。
是
釈
迦
仏
に
対
ひ
て
大
悲
心
印
を
説

く
為
の
所
」
と
謂
ふ
所
な
り
。

普
陀
山
は
、
『
華
厳
経
』
や

『
大
悲
経
』
に
説
く
観
音
の
住
所
、
補
陀
洛
山
そ
の
所
に
ほ
か
な

ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
世
に
補
陀
洛
と
伝
え
る
場
所
は
、
そ
の
い
わ
れ
と
し
て
観
音
示
現
の

場
所
だ
か
ら
と
説
か
れ
た
り
、
熊
野
那
智
の
よ
う
に

「補
陀
落
山
の
東
門
」
と
説
か
れ
た
り
し
て

い
る
が
、
普
陀
山
は
そ
う
で
は
な
く
、
そ
こ
こ
そ
が
経
典
に
説
く
補
陀
洛
、
そ
の
場
所
で
あ
る
と

い
う
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に

『
乾
道
四
明
図
経
』
（巻
七
）
に
も
、

山
の
後
に

一
小
寺
有
り
て
観
音
と
日
ふ
。
釈
典
の
載
す
る
所
を
按
ず
る
に

「観
音
宝
陀
山
に

住
み
た
ま
ひ
て
海
岸
孤
絶
処
に
在
す
」
と
。
即
ち
其
の
所
な
り
。

と
説
か
れ
、
後
の
山
志
で
も
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
。

さ
て

『
仏
祖
統
紀
』
で
は
、
先
の
記
述
に
続
け
て
、
普
陀
山
に
は

「潮
音
洞
」
と
い
う
洞
窟
が

あ

っ
て
、
時
と
し
て
そ
こ
に
観
音
が
現
れ
る
と
し
て
い
る
。
「南
海
岸
の
孤
絶
処
」
と
い
う
地
理

的
位
置
と
、
洞
窟

（巌
）
の
イ
メ
ー
ジ
が
意
識
的
に
経
典
類
の
記
述
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
『
大

唐
西
域
記
』
に
み
え
る

「
石
天
宮
」
が
洞
窟
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
し
て
お

い
て
よ
い
。
以
下
に
も
ふ
れ
る
が
、
洞
窟
が
観
音
の
居
所
と
さ
れ
る
補
陀
洛
山
は
数
多
い
の
で
あ

Ｚり
。

「潮
音
洞
」
は
現
在
で
も
普
陀
山
の
名
所
に
な

っ
て
お
り
、
海
岸
の
岩
場
に
開
い
た
海
食
洞
窟

で
あ
る
。
そ
の
特
異
な
造
形
や
現
象
に
古
人
は
不
思
議
を
感
じ
、
観
音
の
住
所
と
観
じ
た
の
で
あ

ろ
う
。
中
国
で
、
古
来
洞
窟
に
女
神
の
存
在
を
考
え
て
き
た
伝
統
的
観
念
が
背
景
に
あ
る
。

海

・
島

・
山

・
洞
窟

・
樹
草
な
ど
の
自
然
相
が
経
典
類
の
補
陀
洛
に
か
よ
う
。

洛
山

（韓
国
）

韓
国
江
原
道
襄
陽
郡
の
、
広
大
な
東
海

（日
本
海
）
に
面
し
た
小
高
い
丘
の
上
に
洛
山
寺
が
あ

る
。
そ
の
開
山
伝
承
を
説
く

『
三
国
遺
事
』
の

一
節

（巻
二
、
「洛
山
二
大
聖
　
観
音
　
正
趣

調
信
」
の
項
）
に
は
、
咸
亨
二
年

（六
七

一
）
に
留
学
先
の
唐
か
ら
帰

っ
た
義
湘
法
師
が
、
大
悲

（観
音
）
の
真
身
が
こ
の
海
辺
の
窟
の
内
に
住
し
て
い
る
と
聞
い
て
訪
れ
、
洞
窟
内
で
観
音
の
真

容
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
、
ま
た
そ
こ
を
洛
山
と
名
づ
け
た
、
と
あ
り
、
や
は
り
海
辺
の
洞
窟
が

観
音
の
居
所
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

「
聖
幅
」
は
義
湘
が
座
具
を
海
水
に
浮
か
べ
て
中
に
入

っ
て

い
っ
た
り
、
後
に
当
地
を
訪
れ
た
元
暁
が
激
し
い
風
浪
に
阻
ま
れ
て
そ
こ
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
と
書
い
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
海
辺
の
、
波
が
寄
せ
る
よ
う
な
洞
窟
で
あ

っ

た
ら
し
い
。
洛
山
に
は
現
在
も
そ
れ
だ
と
伝
え
る

「
観
音
窟
」
が
あ
る
。
普
陀
山
の

「潮
音
洞
」

と
よ
く
似
て
お
り
、
こ
の
点
は
洛
山
信
仰
が
普
陀
山
信
仰
の
伝
播

・
移
植
で
あ
る
こ
と
の
有
力
な

証
拠
の

一
つ
で
あ
る
。

海

・
山

・
洞
窟
な
ど
の
自
然
相
が
経
典
類
の
補
陀
洛
に
か
よ
う
。

な
お
、
「洛
山
」
と
い
う
命
名
に
つ
い
て
、
ア

一国
遺
事
』
に
は
、

蓋
し
西
域
の
宝
陀
洛
伽
山
、
此
れ
を
小
白
華
と
云
ふ
。
乃
ち
白
衣
大
士
真
身
住
む
処
な
り
。

故
に
此
の
名
を
借
り
し
な
り
。

と
い
い
、
洛
山
が

「
西
域
」
（イ
ン
ド
）
の
補
陀
洛
山
の

「
写
し
」
で
あ
る
こ
と
が
自
覚
的
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

熊
野
那
智

那
智
の
原
始
的
な
信
仰
は
瀧

へ
の
信
仰
に
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
の
瀧
は
那
智
の
浜
か
ら
五
、
六
キ

ロ
ば
か
り
入

っ
た
山
中
に
あ
り
、
樹
木
生
い
茂
る
山
中
に
は
第

一
の
瀧
以
外
に
も
大
小
の
瀑
布
が

多
く
、
「
四
十
八
瀧
」
と
称
さ
れ
る
。
信
仰
の
中
心
的
な
場
所
は
古
く
か
ら
第

一
の
瀧
の
下
、
滝

本
に
あ
り
、
那
智
権
現
は
瀧
か
ら
東
方
約
二

・
五
キ
ロ
に
あ
る
光
ヶ
峰
か
ら
飛
来
し
た
と
い
う
。

ま
た
海
上
に
現
れ
た
千
手
観
音
が
川
伝
い
に
や

っ
て
き
て
瀧
に
現
れ
た
と
い
う
伝
承
も
あ
り
、
瀧

の
信
仰
は
山
や
海
と
も
つ
な
が

っ
て
い
る
。

『
平
家
物
語
』
に
は
、

明
日
の
社
ふ
し
お
が
み
、
佐
野
の
松
原
さ
し
す
ぎ
て
、
那
智
の
御
山
に
ま
い
り
給
ふ
。
二
重
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に
脹
り
お
つ
る
瀧
の
水
、
数
千
丈
ま
で
よ
ぢ
の
ぼ
り
、
観
音
の
霊
像
は
岩
の
上
に
あ
ら
は
れ

て
、
補
陀
落
山
と
も
い
ッ
つ
べ
し
。

と
あ
る
。
や
は
り
、
瀧
を
中
心
に
山
や
岩
の
描
写
に
よ

っ
て
補
陀
落
山
と
の
類
似
が
い
わ
れ
て
い

Ｚυ
。ま

た
、
白
砂
敷
く
那
智
の
浜
は
、
藤
原
宗
忠
の

『中
右
記
』
に

「補
陀
落
の
浜
」
と
呼
ば
れ
て

い
る

（天
仁
二
年

〔
一
一
〇
九
〕
十
月
二
十
七
日
条
）
。
浜
の
上
手
に
は
補
陀
洛
山
寺
が
建
ち
、

そ
の
住
僧
た
ち
も
含
ん
で
、
平
安
時
代
以
降
こ
の
浜
か
ら
は
時
々
に
補
陀
洛
渡
海
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
那
智
の
浜
や
そ
の
海
も
、
補
陀
洛
那
智
を
構
成
す
る
重
要
な
自
然
で
あ
る
。

瀧

ｏ
山

・
岩

・
樹
草

ｏ
川

ｏ
海
な
ど
の
自
然
相
が
経
典
類
の
補
陀
洛
に
か
よ
う
。

那
智
が
補
陀
洛
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
景
観
を
も

つ
こ
と
に
つ
い
て
、
根
井
浄
氏
の
印
象
深

い
文
章
も
引
い
て
お
こ
う
。

実
際
に
那
智
湾
の
沖
合
に
出
て
海
上
か
ら
那
智
山
を
見
上
げ
る
と
、
山
容
は
八
角
形
の
宝
殿

を
紡
彿
と
さ
せ
、
山
肌
に
は
那
智
の
滝
筋
が
見
え
る
。
大
空
の
青
に
染
ま
ず
、
白
い
垂
直
な

那
智
の
滝
の
線
は
美
し
い
。
そ
し
て
滝
の
水
は
麓
の
海
岸
に
注
ぎ
込
む
の
で
あ
る
。
『
華
厳

経
』
や

『
大
唐
西
域
記
』
が
説
く
地
形
に
似

つ
か
わ
し
い
。
補
陀
落
と
は
山
と
海
の
上
下
を

貫
く
こ
の
景
観
を
と
お
し
て
初
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
那
智
山
と
海
岸
の
全
景
が

す
な
わ
ち
補
陀
落
世
界
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
補
陀
落
渡
海
は
、
こ
こ
か
ら
発
祥
し
、
こ
こ

で
お
こ
な
わ
れ
た
。

別
稿
を
予
定
し
て
い
る
が
、
那
智
に
は
ま
ず
海
上
ル
ー
ト
に
よ

っ
て
、
古
く
七
世
紀
ご
ろ
に
東

ア
ジ
ア
の
海
で
行
わ
れ
て
い
た
補
陀
洛
信
仰
が
伝
播
、
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
海

か
ら
の
視
点
は
重
要
で
あ

っ
た
。

日
光男

体
山
を
補
陀
洛
山
と
す
る
。
海
辺
の
山
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
、
経
典
類
の
補
陀
洛
山
と
も
、

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
補
陀
洛
山
と
も
異
な
る
。
け
れ
ど
も
、
中
禅
寺
湖
を
ひ
か
え
、
華
厳
の
瀧
を

流
出
さ
せ
る
そ
の
自
然
景
観
は
、
特
に

『
大
唐
西
域
記
』
の

「山
径
危
険
、
巌
谷
岐
傾
。
山
頂
に

池
有
り
て
、
其
の
水
澄
鏡
な
り
。
大
河
を
流
出
し
、
周
流
山
を
続
る
こ
と
二
十
匝
に
し
て
南
海
に

入
る
」
と
い
う
個
所
を
想
起
さ
せ
る
。

空
海
の

「
沙
門
勝
道
山
水
を
歴
て
玄
珠
を
螢
く
碑
」
の
碑
文
に
も
、
「洛
山
の
記
」
と
し
て
、

男
体
山
お
よ
び
男
体
山
頂
か
ら
眺
め
た
二
つ
の
湖
、
中
で
も
南
湖

（中
禅
寺
湖
）
の
勝
景
が
と
く

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
空
海
の
筆
に
は
補
陀
洛
の
景
観
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、

貞
観
十
八
年

（八
七
六
）
ご
ろ
の
成
立
と
さ
れ
る

『
二
荒
山
千
部
会
縁
起
』
に
も
、

夫
の
山
中
を
観
る
に
、
鏡
湖
有
り
。
湖
岸
に
仏
寺
有
り
。
寺
中
に
法
会
有
り
。
会
中
に
衆
僧

有
り
。
洞
庭
に
到
る
が
如
く
、
者
閣
幅
に
似
て
、
補
陀
洛
山
な
ら
ん
か
と
疑
ふ
。

と
あ
り
、
二
荒
山
を

「補
陀
洛
山
な
ら
ん
か
と
疑
ふ
」
の
に
や
は
り
鏡
湖

（中
禅
寺
湖
）
の
存
在

に
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
保
延
七
年

（
一
一
四

一
）
成
立
の

『
中
禅
寺
私
記
』
に
も
、
中
禅
寺
湖
の

西
岸
の
祭
祀
に
関
し
て
、

湖
の
西
岸
に
十
六
丈
の
千
手
観
音
の
石
像
有
り
。
千
手
崎
と
日
ふ
。
山
門
の
題
額
に

「補
陀

洛
山
発
心
壇
門
」
と
書
す
。
是
則
ち
山
勢
の
相
似
を
為
す
に
依
り
て
、
観
音
利
生
の
場
な
り
。

件
の
額
は
弘
法
大
師
の
手
書
な
り
。

と
あ
り
、
「
弘
法
大
師
の
手
書
な
り
」
と
い
う
の
は
伝
承
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
「山
勢
の
相
似

を
為
す
に
依
り
て
」
そ
こ
が
補
陀
洛
山
と
さ
れ
た
と
い
う
見
方
が
み
え
る
。
近
世
の

『
坂
東
二
十

三
所
観
音
霊
場
記
』
に
も
、
作
者
亮
盛
は
、
「補
陀
落
や
上
り
て
拝
む
湖
水
の
岸
に
立
木
の
誓
ひ

ひ
さ
し
き
」
と
い
う
巡
礼
歌
を
挙
げ
た
後
に

「山
の
頂
に
池
有
り
。
そ
の
水
澄
鏡
に
し
て
、
大
河

を
わ
か
ち
出
だ
す
」
な
ど
の

『
西
域
記
』
の

一
文
を
引
用
し
て
自
然
相
を
対
照
し
て
い
る
。

中
禅
寺
湖
は
海
に
擬
さ
れ
て
い
る
ふ
し
も
あ
る
。
近
世
に
行
わ
れ
て
い
た
行
事
の

一
つ
、
「
浜

禅
頂
」
は
中
禅
寺
湖
を
船
で
巡
る
も
の
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
船
の

一
種
を

「補
陀
洛
船
」
と
称
し

た
。山

・
湖

・
巌
谷

・
川

・
瀧

ｏ
樹
草
な
ど
の
自
然
相
が
経
典
類
の
補
陀
洛
に
か
よ
う
。

岩
戸
山

島
原
半
島
の
南
端
近
く
に
位
置
し
、
現
南
島
原
市
加
津
佐
町
に
属
す
る
。
長
い
浜
辺
の
間
に
突

死
と
海
に
突
き
出
し
て
い
る
小
山
で
あ
る
。
東
シ
ナ
海
に
面
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
証

明
は
で
き
な
い
も
の
の
、
古
く
補
陀
洛
信
仰
が
海
路
に
よ

っ
て
こ
こ
に
運
ば
れ
、
定
着
し
た
可
能

性
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ふ
も
と
か
ら
少
し
登

っ
た
所
に
巌
吼
寺
が
あ
り
、
南
北
朝
時
代
に
開
か
れ
た
円
通
寺
の
後
身
と



い
う
来
歴
を
も
つ
。
そ
こ
か
ら
数
分
、
狭
い
急
な
参
道
を
た
ど
る
と
、
秘
密
の
場
所
の
よ
う
な
、

海
に
面
し
た
中
腹
の
洞
窟
に
到
る
。
内
部
は
直
径
十
数
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ド
ー
ム
状
の
洞
窟
で
、

奥
の
方
の
簡
素
な
祠
に
観
音
像
が
祀
ら
れ
、
「
穴
観
音
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
三
十
三
観
音
の

一

つ
に

「岩
戸
観
音
」
が
あ
り
、
岩
戸

（洞
窟
）
の
中
に
観
音
を
祀
る
形
象
を
と
る
が
、
「岩
戸
山
」

の
呼
称
も

「穴
観
音
」
の
形
象
も
そ
れ
に
よ

っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

根
井
浄
氏
は
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の

『
日
本
史
』
の
こ
の
岩
戸
山
に
関
す
る
記
述
な
ど
を
引

き
な
が
ら
、

岩
戸
山
は
洞
窟
に
祀
ら
れ
た
ア
ナ
観
音
を
中
心
と
す
る
観
音
巡
礼
の
霊
場
で
あ

っ
た
。
か

つ

て
大
智
禅
師
が
開
い
た
円
通
寺
の
山
号
を
補
陀
山
と
い
い
、
現
在
の
巌
吼
寺
の
山
号
を
普
陀

山
と
い
う
の
は
、
ま
さ
し
く
観
音
浄
土
の
補
陀
落
信
仰
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
中
世
末
期
の

岩
戸
山
は
雲
仙
の
麓
に
広
が
る
海
岸
部
の
観
音
霊
場
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
（中
略
）
岩
戸
山
は
雲
仙
修
験
の
海
岸
行
場
で
あ
り
、
有
明
海
に
お
け
る
観
音
信
仰
の

霊
地
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
対
岸
の
熊
本
天
草
地
方
か
ら
岩
戸
山
を
眺
め
る
と
、
そ

こ
は
観
音
浄
土
の
異
界
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
に
違
い
あ
る
ま
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
那
智
や
日
光
と
比
べ
る
と
規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
に
、
し
か
し
か
つ
て
は
雲
仙

修
験
と
か
か
わ

っ
て
広
く
信
仰
を
集
め
た

一
つ
の
補
陀
洛
山
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ

っ
た
。
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
く
、
海
島

・
山

・
巌
谷

・
樹
草
の
優
越
す
る
自
然
相
で
あ
る
。
実
際
に
海
に
面
し
た

山
の
中
腹
の
洞
窟
の
中
に
身
を
置
き
、
観
音
像
に
対
し
た
り
海
か
ら
の
光
を
眺
め
た
り
し
て
い
る

と
、
『
大
唐
西
域
記
』
に
描
か
れ
た
よ
う
な
壮
大
な
イ
ン
ド
の
補
陀
洛
山
の
日
本
的
な
ミ
ニ
チ

ュ

ア
の
中
に
い
る
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。
ミ
ニ
チ

ュ
ア
だ
け
れ
ど
も
道
具
立
て
は
そ
ろ
い
、

神
聖
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
岩
戸
山
は
陸
地
の
南
端
に
位
置
し
て
南
海
に
面
す
る
と
い
う
点
も
本
来
の
補
陀
洛
山
に

類
似
す
る
。
そ
の
点
で
は
薩
摩
半
島
南
端
に
位
置
す
る
開
聞
嶽
も
同
様
で
あ
り
、
そ
し
て
開
聞
嶽

も
近
世
に
は
補
陀
洛
山
と
い
わ
れ
て
い
た

（『
開
聞
古
事
縁
起
し
。

伊
島紀

伊
水
道
に
浮
か
ぶ
周
囲
約
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
島
。
源
為
憲
の

『
空
也
誅
』
（九
七
二
、

三
年
ご
ろ
成
立
か
）
に
、

阿
波
土
佐
両
州
の
海
中
に
湯
島
有
り
。
地
勢
霊
奇
に
し
て
、
天
然
幽
遂
な
り
。
人
伝
ふ
る
に

観
世
音
菩
薩
像
有
り
て
、
霊
験
掲
焉
な
り
。
上
人
観
音
に
値
は
む
が
為
、　
故

に
彼
の
島
に

詣
づ
。
（下
略
）

と
あ
り
、
修
行
時
代
の
空
也
が
観
音
に
会
い
に

「
湯
島
」
（伊
島
の
古
名
）
に
渡
り
、
腕
上
焼
香

な
ど
の
苦
行
の
末
に
つ
い
に
観
音
の
真
身
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
あ
る
。
『
空
也
誅
』
に
湯
島

は
補
陀
洛
な
り
と
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
平
安
末
期
成
立
の

『
梁
塵
秘
抄
』
の

一
首
に

は
湯
島
を

「南
海
補
陀
落
の
山
」
と
す
る
ら
し
き
歌
が
あ
り

（巻
二
、
三

一
五
）
、
コ
エ
也
誅
』
に

も

「人
伝
ふ
る
に
観
世
音
菩
薩
像
有
り
て
、
霊
験
掲
焉
な
り
」
と
さ
れ
た
湯
島
は
、
古
代
の
あ
る

時
期
、
補
陀
洛
の

一
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
も
伊
島
で
は
空
也
上
人
作
と

伝
え
る
観
音
像
を
中
心
に
観
音
信
仰
が
さ
か
ん
で
、
そ
れ
は

一
千
年
以
上
も
続
い
て
き
た
こ
と
に

な
る
。

そ
の
湯
島
の
自
然
相
を

『
空
也
誅
』
は

「地
勢
霊
奇
に
し
て
、
天
然
幽
遂
な
り
」
と
讃
え
、
そ

の
ゆ
え
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
観
音
像
が
祀
ら
れ
た
と
す
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
実
際
伊
島
の
自
然

相
は
、
平
地
乏
し
く
崖
や
岩
場
に
富
ん
で
、
ま
る
で
同
じ
海
島
で
あ
る
普
陀
山
の
相
似
形
の
よ
う

で
あ
る
。

南
海
に
あ

っ
て
、
島

・
山

・
巌
谷

・
樹
草
な
ど
の
自
然
相
を
も
つ
こ
と
が
経
典
類
の
補
陀
洛
に

か
よ
う
。

芦
ノ
湖
の
島

箱
根
も
ま
た
日
光
に
似
て
山
と
湖
が
秀
景
を
な
す
。
建
久
二
年

（
一
一
九

一
）
成
立
の

『
箇
根

山
縁
起
井
序
』
に
は
ま
ず
そ
の
景
観
が
美
文
を
も

っ
て
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
皇
極
朝
に

「玄
利
老
人
」
と
い
う
修
験
者
が
箱
根
山
を
管
す
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
「次
斉
明
天
皇
時
、
玄
利

建
二
一
寺
干
彼
島

一。
島
有
二
北
面
怪
岩

一。
自
是
大
悲
尊
容
也
。
因
名
二
補
蛇
洛
迦
山

己
、

つ
ま

り
芦
ノ
湖
中
の
島
の
北
面
に
怪
岩
あ
り
、
そ
れ
が
観
音
の
姿
そ
の
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、
島
は

「
補
蛇
洛
迦
山
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
聖
武
朝
に
は

一
寺
を
建
立
し
て
大
悲
尊
像
を
安

置
し
た
‐
。
こ
う
し
て
中
世
に
は
、
箱
根
に
も
補
陀
洛
山
が
あ
る
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
の
だ

っ
た
。

観
音
の
姿
が
岩
に
現
れ
て
い
る
と
す
る
の
は
、
『
平
家
物
語
』
に

「
観
音
の
霊
像
は
岩
の
上
に
あ

ら
は
れ
て
」
と
い
わ
れ
た
那
智
の
瀧
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
観
音
が
補
陀
洛
山
の
金
剛
宝
座
に
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結
枷
映
坐
す
る
と
い
う
経
典
の
イ
メ
ー
ジ
と
岩
石
の
形
に
霊
性
を
見
出
す
古
来
の
岩
石
信
仰
が
重

な

っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
芦
ノ
湖
が
海
に
、
湖
中
の
島
が
補
陀
洛
山
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
湖

・
島

・
岩
。

以
上
、
代
表
的
ま
た
地
方
的
な

「
写
し
」
と
し
て
の
補
陀
洛
山
を
い
く

つ
か
取
り
上
げ
て
き
た

が
、
規
模
の
大
小
は
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
自
然
相
に
お
い
て
南
イ
ン
ド
の
補
陀
洛
山
、
ま
た
は

経
典
類
の
描
い
て
い
る
そ
れ
に
似
通

っ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
成
立
時
に
お
い
て

は
、
個
人
や
衆
の
信
仰
体
験
を
通
じ
て
南
イ
ン
ド
の
補
陀
洛
山
ま
た
は
経
典
類
の
描
い
て
い
る
そ

れ
に
似
通

っ
た
場
所
が
選
ば
れ
、
い
っ
た
ん
補
陀
洛
山
と
し
て
成
立
し
て
か
ら
も
時
と
し
て
そ
の

自
然
相
が
そ
れ
ら
の
補
陀
洛
山
に
近
い
こ
と
が
反
努
さ
れ
つ
つ
信
仰
が
持
続
さ
れ
て
き
た
、
と
い

う
よ
う
す
が
み
て
と
ら
れ
る
。
自
然
相
の
類
似
を
い
わ
ば
有
力
な
パ
ス
ポ
ー
ト
の
よ
う
に
し
て
各

地
に
補
陀
洛
山
が
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

四
　
補
陀
洛
を
称
す
る
寺
院

の
自
然
相

次
に
、
縁
起
の
中
に
そ
の
場
所
を
補
陀
洛
山
と
関
係
づ
け
る
日
本
の
寺
院
の
例
を
い
く
つ
か
挙

げ
よ
う
。

補
陀
落
山
粉
河
寺
は
縁
起
に
宝
亀
年
間
の
草
創
を
伝
え
る
。
猟
師
の
大
伴
孔
子
古
が
山
林
の
幽

谷
中
に
光
明
を
見
て
、
そ
の
地
に
千
手
観
音
像
を
祀

っ
た
。
平
安
中
期
ご
ろ
に
は
、
粉
河
寺
は

「吾
朝
の
補
陀
落
山
也
」
、
ま
た

「
彼
所
こ
そ
生
身
の
観
音
の
住
給
所
也
。
又
補
陀
落
海
の
浪
、
御

堂
の
内
陣
に
起

つ
と
い
ふ
」
と
い
わ
れ
、
ま
た
境
内
の
霊
地
の

一
つ
が
生
身
の
観
音
が
出
現
し
た

場
所
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
。
十

一
世
紀
な
か
ば
ご
ろ
、
仁
範
上
人
が
記
し
た
縁
起
の
注
に
は
、

其
の
地
勢
を
相
る
に
、
天
下
に
甲
れ
た
り
。
其
の
風
煙
を
観
る
に
、
海
内
に
絶
せ
り
。
朱
雀

は
前
に
開
き
、
万
里
の
波
漫
々
、
遥
か
に
補
陀
落
海
の
新
月
を
迎
ふ
。
玄
武
は
後
に
峙
ち
て
、

千
年
の
緑
蒼
々
、
遠
く
者
閣
堀
山
の
旧
風
を
移
す
。

と
あ
り
、
ま
た
十
二
世
紀
中
ご
ろ
に
も
錦
織
僧
正
が
、
「
此
所
は
大
聖
遊
化
の
霊
地
也
。
此
湖
は

海
岸
孤
絶
の
宝
幅
也
」
と
い
う
微
妙
の
声
を
聞
い
た
と
い
う
。

『
粉
河
寺
縁
起
』
は
、
粉
河
寺
が
た
ん
に
観
音
像
を
祀
る
ば
か
り
で
な
く
、
「生
身
の
観
音
」

の
住
所
で
あ
る
と
し
て
、
ま
た
そ
の
海
や
岩
屋
の
自
然
が
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
、
補
陀
洛
山
た
る

こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
特
に

「補
陀
落
海
の
浪
、
御
堂
の
内
陣
に
起

つ
」
ま
た

「万

里
の
波
漫
々
、
遥
か
に
補
陀
落
海
の
新
月
を
迎
ふ
」
と
し
て
、
か
の
常
世
波
の
よ
う
に
海
で
の
補

陀
洛
山
と
の
つ
な
が
り
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

『
醍
醐
寺
縁
起
』
（承
平
七
年

〔九
二
七
〕
以
前
成
立
）
で
は
、
如
意
輪
観
音
が
示
現
し
て
、

此
の
山
は
補
陀
洛
山
な
り
。
則
ち
此
の
道
場
は
、
彼
の
補
陀
洛
山
の
中
心
に
し
て
、
金
剛
宝

葉
石
有
り
。
我
此
の
上
に
坐
し
て
十
方
世
界
の
衆
生
の
苦
楽
を
観
照
し
、
昼
夜
常
に
抜
苦
与

楽
せ
ん
云
々
。

と
語

っ
た
と
し
て
い
て
、
ま
さ
に

『
華
厳
経
』
の
観
音
説
法
の
情
景
が
そ
の
ま
ま
襲
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
『
石
山
寺
縁
起
』
（正
中
年
間

〔
一
三
二
四
～

一
三
二
六
〕
成
立
）
で
は
、

此
山
の
上
に
大
な
る
い
は
ほ
あ
り
。
八
葉
の
蓮
花
の
こ
と
く
、
紫
雲

つ
ね
に
た
な
ひ
き
て
、

瑞
光
し
き
り
に
か
ゝ
や
く
。
観
音
利
生
の
湖
、
地
形
勝
絶
の
境
な
り
。

と
、
地
主
神
、
比
良
明
神
に
語
ら
せ
、
ま
た
天
智
朝
ご
ろ
の
こ
と
と
し
て
、

山
の
半
腹
に
八
葉
の
巌
石
あ
り
。
奇
雲
そ
ひ
き
く
た
り
て
帯
を
な
せ
り
。
誠
大
聖
垂
述
の
勝

地
な
り
と
い
へ
り
。
み
れ
は
前
に
池
あ
り
。
八
功
徳
池
の
流
を
う
け
て
、
弘
誓
の
ふ
か
き
法

を
お
し

へ
、
後
に
山
あ
り
。
補
堕
落
山
の
か
た
ち
を
う
つ
し
て
、
大
悲
の
た
か
き
め
く
み
を

あ
ら
は
す
も
の
な
り
。

と
描
い
て
い
る
。
巌
石

・
池
の
表
象
が
語
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
後
方
の
山
が
補
陀
洛
山
の

「
写
し
」
で
あ
る
こ
と
が
自
覚
さ
れ
て
い
る
。
「
八
葉
の
蓮
花
の
こ
と
く
」
と
は
、
『
不
空
絹
索
神

変
真
言
経
』
巻
十
五
の

「
出
世
解
脱
壇
像
品
第
二
十
六
」
に
、
「山
は
九
嘴
の
状
有
り
て
蓮
華
を

開
く
。
其
の
心
嘴
に
当
た
る
は
円
大
平
正
。
…
…
」
と
あ
る
の
な
ど
に
拠
り
、
「
み
れ
は
前
に
池

あ
り
。
八
功
徳
池
の
流
を
う
け
て
、
弘
誓
の
ふ
か
き
法
を
お
し

へ
、
…
…
」
は

『
不
空
絹
索
神
呪

心
経
』
に
、
パ
山
に
は
）
復
た
無
量
の
宝
泉
池
沼
有
り
。
八
功
徳
水
其
の
中
に
弥
漫
す
。
衆
花
映

飾
し
、
甚
だ
愛
楽
す
べ
し
」
と
あ
る
の
な
ど
に
拠
る
。

こ
の
ほ
か
、
『清
水
寺
縁
起
』
で
も
そ
こ
が
補
陀
洛
山
で
あ
る
こ
と
が
に
お
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
そ
れ
ら
著
名
な
観
音
寺
院
の
縁
起
に
お
い
て
も
、
や
は
り
そ
の
自
然
相
を
経
典
類
の

記
述
に
似
せ
よ
う
と
描
写
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
各
観
音
寺
院
に
と

っ
て
は
、
自
然
相
の
類

似
こ
そ
、
そ
こ
が
補
陀
洛
山
で
あ
る
こ
と
の
有
力
な
保
証
な
の
で
あ

っ
た
。
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伝
え
に
そ
こ
を
補
陀
洛
山
と
す
る
の
で
は
な
い
が
、
古
く
に
補
陀
洛
の
寺
号
を
も

っ
た
京
都
市

内
静
原
の
補
多
楽
寺

（補
陀
落
寺
）
の
場
合
も
取
り
上
げ
て
お
こ
う
。
静
原
の
補
多
楽
寺
は
、
天

慶
年
間
、
清
原
深
養
父
の
住
居
跡
に
延
昌

（天
慶
四
年

〔九
四

一
〕
に
天
台
座
主
と
な

っ
た
）
に

よ

っ
て
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
『
門
葉
記
』
に
よ
れ
ば
、
幼
く
し
て
叡
山
に
登

っ
た
延
昌
が
、

「
更
に
幽
閑
の
処
を
尋
」
ね
て
歩
い
た
と
こ
ろ
、
山
北
の
嶺
に

一
道
場
を
得
て
明
燈
寺
と
名
づ
け

た
。
後
、
延
昌
は
他
に
移
り
住
ん
だ
た
め
に
荒
れ
果
て
て
し
ま

っ
た
の
を
、
天
慶
八
年
に
至

っ
て

花
堂
を
草
創
し
、
八
尺
の
十

一
面
観
音
像
ほ
か
の
尊
容
を
造

っ
て
安
置
し
、
寺
名
も
旧
を
改
め
て

「
補
多
楽
寺
」
と
し
た
。
そ
の
ゆ
え
は
、
「
蓋
し
観
音
を
以
て
主
と
為
す
に
依
り
て
な
り
」
と
い

う
。

こ
の
寺
は
フ
ダ
ラ
ク
寺
を
号
し
た
早
い
例
で
あ
り
、
応
和
三
年

（九
六
三
）
に
は
御
願
寺

と
も
な

っ
て
往
古
は
著
名
な
寺
院
で
も
あ

っ
た
か
ら
、
後
世
各
地
に
陸
続
と
現
れ
た
フ
ダ
ラ
ク
寺

の
命
名
の
際
の

一
つ
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
補
多
楽
寺
の
場
所
に
つ
い
て
は
従
来
い
く

つ
か
の
説
が
あ

っ
た
が
、
発
掘
調
査
に
よ

っ
て

静
原
町
の
通
称

「
ク
ダ
ラ
コ
ー
ジ
」
山
と
呼
ば
れ
る
山
中
の
遺
跡
が
そ
れ
で
あ
る
と
す
る
説
が
今

で
は
有
力
と
な

っ
た
よ
う
だ
。
そ
こ
は
人
里
を
離
れ
た
、
谷
筋
に
沿
う
急
な
南
向
き
の
斜
面
で

あ
る
と
い
う
。
こ
の
寺
の
場
合
も
、
観
音
像
を
祀
り
、
補
多
楽
寺
と
命
名
す
る
際
に
、
経
典
類
に

描
か
れ
る
補
陀
洛
山
の
自
然
相
が
意
識
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。

坂
東
観
音
霊
場
の
第
二
十
二
番
と
さ
れ
る
安
房
の
那
呉
寺
も
、
近
世
に
は

「我
が
日
本
の
補
陀

洛
山
な
り
」
と
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。
縁
起
の
文
で
は
な
い
が
、
那
呉
寺
を
実
見
し
た
亮
盛
は
感

動
を
も

っ
て
こ
う
し
る
し
て
い
る
。

愚
訥
こ
の
山
の
地
景
を
見
る
に
、
経
説
の
補
陀
洛
に
相
似
た
り
。
山
高
く
海
岸
に
響

へ
、
山

下
は
南
海
の
潮
に
ひ
た
り
、
昼
夜
に
岸
打

つ
浪
の
音
は
、
梵
音
海
潮
音
の
響
き
に
し
て
、
ま

こ
と
に
余
所
に
求
む
べ
き
に
非
ず
。
大
悲
の
浄
土
は
こ
の
山
な
り
と
、
し
き
り
に
感
信
し
て

拝
見
し
き
。
後
に
万
国
掌
菓
の
図
を
見
る
に
、
天
竺
南
印
度
の
南
涯
、
林
羅
矩
旺
国
の
南
、

林
刺
耶
山
の
東
、
布
咀
羅
迦
山
あ
り
。
那
呉
、
こ
れ
に
似
た
り
。

こ
の
亮
盛
の
筆
致
に
は
近
世
人
ら
し
い
合
理
的
思
考
が
み
ら
れ
る
に
し
て
も
、
山
海
の
あ
り
さ

ま
に
補
陀
洛
山
を
重
ね
る
、
そ
の
ま
な
ざ
し
は
深
い
伝
統
に
拠
る
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

さ
て
、
補
陀
洛
山
の
中
に
は
、
熱
烈
な
修
行
者
に
よ

っ
て

「発
見
」
さ
れ
た
も
の
も
あ

っ
た
。

た
と
え
ば
、
補
陀
洛
渡
海
を
挙
行
し
た
日
秀
上
人
が
、
漂
着
し
た
先
の
琉
球
の
金
武
を
補
陀
洛
と

観
じ
て
観
音
寺
を
建
立
し
た
場
合
で
あ
る
。

日
秀
上
人
は

一
五
二
〇
年
代
、
お
そ
ら
く
那
智
か
ら
渡
海
し
て
琉
球
の
金
武
郡
に
た
ど
り
着
き
、

そ
し
て
そ
こ
を
ま
さ
に
補
陀
洛
と
観
じ
た
。
そ
の
時
の
上
人
の
感
得
は
、
『
琉
球
国
由
来
記
』
に

よ
れ
ば
、
「上
人
自
ら
心
を
安
ん
じ
、
歎
き
て
曰
く
、
誠
に
補
陀
落
山
た
る
こ
と
を
知
る
。
又
何

所
に
行
き
、
之
を
求
め
ん
や
。
錫
を
留
め
て
安
住
せ
ん
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
「
誠
に
補
陀
落

山
た
る
こ
と
を
知
」

っ
た
そ
の
根
拠
は
、
山
や
湖
の
あ
り
さ
ま
、
中
で
も
龍
宮

へ
と
続
く
深
い
洞

窟
こ
そ
が
観
音
の
住
処
で
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
日
秀
上
人
が
金
武
を
補
陀
洛
と
み
な
し
た
こ

と
が
た
ん
な
る
伝
承
で
な
い
こ
と
は
、
後
に
薩
摩
に
渡

っ
た
上
人
が
、
坊
津
の
一
乗
院
に
安
置
し

た
釈
迦
如
来
の
心
柱
に
上
人
自
身
が

「本
願
日
秀
上
人
、
従
補
陀
洛
来
作
之

（補
陀
洛
よ
り
来
た

り
て
之
を
作
る
）
、
上
野
国
住
人
」
と
銘
を
書
き

つ
け
て
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
た
し
か
め
ら
れ
る
。

補
陀
洛
渡
海
と
い
う
極
限
の
信
仰
実
践
を
通
じ
て
、
日
秀
は
琉
球
の
地
に
補
陀
洛
を
自
ら

「発
見
」

し
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
補
陀
洛
た
る
保
証
は
、
や
は
り
そ
の
自
然
相
に
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

日
秀
上
人
の
場
合
は
や
や
特
異
な
例
で
あ
る
に
し
て
も
、
以
上
に
挙
例
し
た
よ
う
な
寺
院
縁
起

の
類
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
観
音
を
祀
る
場
所
が
し
ば
し
ば

「
写
し
」
と
し
て
の
補
陀
洛
山
と

さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
場
合
に
本
来
の
補
陀
洛
山
と
似
通
う
自
然
相
が
強
く
意
識
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
観
音
寺
院
の
立
地
に
も
関
係
す
る
こ
と
だ
が
、
あ
る
所
に
僧
や
信
者
に
よ

っ

て
観
音
が
祀
ら
れ
、
そ
の
地
の
地
勢
が
補
陀
洛
山
に
か
よ
う
と
語
ら
れ
る
、
逆
に
地
勢
が
補
陀
洛

山
に
か
よ
う
場
所
が
選
ば
れ
て
観
音
を
祀
る
寺
院
が
建
立
さ
れ
る
、
い
ず
れ
の
場
合
も
あ

っ
た
ろ

う
。

五
　
信
仰
上

の
意
味

各
地
の
補
陀
洛
山
の
自
然
相
が
経
典
類
に
描
か
れ
た
補
陀
洛
山
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
、
あ

る
い
は
類
似
し
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
例
を
挙
げ
て
確
認
し
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
自

然
相
の
類
似
は
、
あ
る
場
所
が
補
陀
洛
化
す
る
と
き
に
共
通
の
必
要
条
件
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ

Ｚυ
。そ

し
て
こ
の
自
然
相
の
類
似
と
い
う
こ
と
は
、
「
見
た
目
の
自
然
」
の
類
似
と
い
う
た
ん
に
表

面
的
な
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず
、
信
仰
上
の
深
い
意
味
を
蔵
し
て
い
る
。
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ま
ず
そ
の
自
然
は
清
浄
で
あ
り
、
聖
な
る
も
の
の
顕
現
で
あ
る
こ
と
。
各
地
の
補
陀
洛
が
語
ら

れ
る
と
き
、
経
典
類
に
描
か
れ
た
補
陀
洛
山
と
同
じ
自
然
の
要
素
を
言
い
立
て
、
並
べ
立
て
る
の

は
、
本
来
の
補
陀
洛
山
に
存
す
る
聖
性
が
そ
の
表
象
と
し
て
そ
の
地
に
も
顕
現
し
て
い
る
こ
と
を

い
う
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
自
然
の
中
に
聖
性
を
感
得
す
る
信
仰
者
の
直
観
が
、
詩
人
の
よ
う

に
類
似
を
発
見
し
て
い
っ
た
の
だ
。
本
来
の
補
陀
洛
山
は
雄
大
で
清
浄
な
自
然
と
し
て
語
ら
れ
て

い
た
。
そ
し
て
各
地
の
補
陀
洛
山
の
自
然
は
、
し
ば
し
ば
総
合
的
に

「
勝
地
」
、
「勝
絶
」
な
ど
の

言
葉
で
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
信
仰
者
た
ち
は
、
日
秀
上
人
の
場
合
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
信
仰
実
践
の
中
で
各
地
の
自
然
に
本
来
の
補
陀
洛
山
と
同
じ
清
浄
さ
、
聖
な
る
も
の
の
顕
現

を
感
得
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
自
然
は
豊
饒
の
性
格
を
も
つ
と
い
う
こ
と
。
「海

ｏ
山

・
池

ｏ
泉

・
樹
草

・
巌
谷

・

川
」
な
ど
で
表
象
さ
れ
、
巨
大
な
水
源
地
と
し
て
も
描
か
れ
た
補
陀
洛
山
の
自
然
は
、
清
浄
さ
と

と
も
に
豊
饒
の
景
を
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
の
教
主
た
る
観
音
は
水
の
神
、
豊
饒
の
女
神
と
し

て
の
原
像
を
も
つ
の
で
、
そ
の
山
は
女
神
住
ま
う

一
つ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
の

一
面
を
も
つ
。

観
音
が
秘
め
て
い
る
豊
饒
の
女
神
と
し
て
の
属
性
は
観
音
信
仰
が
東
ア
ジ
ア
に
広
ま

っ
た
と
き

に
も
伝
え
ら
れ
、
中
国
で
は
観
音
が
中
国
古
来
の
豊
饒
の
女
神
た
ち
と
習
合
す
る
大
き
な
契
機
と

な

っ
た
。
そ
の
女
神
と
は
、
女
蝸
な
ど

「人
間
の
増
殖
と
自
然
の
豊
饒
と
を
主
る
盛
産
女
神
」
た

ち
で
、
そ
の
本
体
は

「
蛇
」
で
あ
り
、
そ
の
住
所
は

「樹
木
鬱
蒼
と
繁
茂
し
、
陰
崖
に
泉
湧
き
瀑

布
奔
り
、
朝
暮
に
雲
雨
催
し
て
、
風
は
悲
し
く
鳴
く
と
い
う
よ
う
な
、
た
だ
な
ら
ぬ
秘
域
」
「
幽

境
」
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
女
神
と
観
音
と
の
間
に
は
、
「
明
ら
か
な

一
致
、
興
味
深
い
対
照
、
な

い
し
密
接
な
連
繋
が
あ
る
」
と
小
林
太
市
郎
氏
は
考
察
し
て
い
る
。

観
音
が
豊
饒
の
女
神
と
し
て
受
容
さ
れ
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
の
場
所
に
祀
ら
れ
た
こ
と

は
日
本
の
場
合
に
も
い
え
よ
う
。
長
谷
寺
の
建
立
さ
れ
た

「
こ
も
り
く
の
泊
瀬
」
の
自
然
相
の
意

味
に
つ
い
て
、
西
郷
信
綱
氏
は
、
そ
の

「山
、
水
、
岩
な
ど
は
大
地
に
ぞ
く
す
る
も
の
と
し
て
、

神
話
的
に
は
み
な
母
性
原
理
を
あ
ら
わ
す
イ
メ
ー
ジ
」
で
あ
り
、
〓
豆
饒
の
源
た
る
母
胎
を
意
味

し
た
」
と
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
体
現
し
て
い
た
地
主
神
た
る
女
神
滝
蔵
権
現
に
や
は
り
地
母
神
と

し
て
の
観
音
が
重
な

っ
て
い
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を

一
般
化
し
て
、
日
本
の
観
音

の
圧
倒
的
多
数
が
山
地
の
岩
場
に
示
現
し
た
と
さ
れ
る
宗
教
的
な
意
味
に
つ
い
て
も
、
「山
、
岩
、

洞
窟
、
水
等
は
み
な
女
性
原
理
、
い
っ
そ
う
正
し
く
は
母
性
原
理
を
象
徴
す
る
映
像
」
で
あ
り
、

「
こ
の
原
始
の
母
性
に
観
音
と
い
う
あ
た
ら
し
い
母
性
形
式
が
重
な
り
、
後
者
に
よ

っ
て
前
者
は

と

っ
て
代
ら
れ
、
前
者
は
後
者
の
地
主
神
と
し
て
多
く
は
埋
没
、
ま
た
は
後
景
に
退
い
た
」
と
ま

と
め
、
さ
ら
に
観
音
の
功
徳
に
も
ふ
れ
て
、
「
観
音
信
仰
に
固
有
な
い
わ
ゆ
る
現
世
利
益
が
、
地

の
豊
饒
と
い
う
原
始
的
観
念
の
あ
ら
た
な
変
形
に
他
な
ら
な
い
」
と
ま
で
言
及
し
て
い
る
。
沼

義
昭
氏
も
ま
た
、
主
に
寺
院
縁
起
の
類
を
広
範
に
調
べ
る
と
い
う
方
法
で
、
観
音
信
仰
と
山

・
水

源
地

・
岩

・
泉

・
洞
窟
信
仰
や
水
神
信
仰
と
の
深
い
か
か
わ
り
を
説
い
て
い
る
。

南
イ
ン
ド
の
海
島
ま
た
は
海
辺
の
山
か
ら
飛
来
し
て
、
東
ア
ジ
ア
の
多
数
の
よ
く
似
た
山
を
選

ん
で
降
下
し
、
住
み
つ
い
た
観
音
菩
薩
の
分
身
た
ち
―
―
こ
ん
な
不
思
議
な
イ
メ
ー
ジ
す
ら
浮
か

ぶ
ほ
ど
、
た
し
か
に
観
音
は
東
ア
ジ
ア
の
各
国
に
お
い
て
多
く
の
山
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
た
い
て
い
目
立

っ
た
岩
場
が
あ
り
、
水
が
流
れ
、
樹
草
が
豊
か
に
繁
茂
し
て
い
る
。
各
地
の
補

陀
洛
に
お
け
る
自
然
相
の
類
似
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
豊
饒
の
女
神
の
信
仰
と
深
い
関
係

が
あ

っ
た
の
だ
。

一
方
、
海

・
海
島
と
い
う
補
陀
洛
の
海
の
要
素
に
つ
い
て
も
、
海
の
龍
神
信
仰
を
介
し
て
や
は

り
水
の
支
配
と
豊
饒
に
関
係
す
る
。
た
だ
こ
の
点
は
、
別
に
詳
し
い
検
討
を
必
要
と
す
る
。

な
お
、
こ
こ
で
は
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
自
然
相
に
も
関
連
し
て
、
各
地
の

「写
し
」

の
補
陀
洛
の
地
理
的
位
置
や
方
位
の
類
似
も
注
意
さ
れ
る
。
経
典
類
の
補
陀
洛
山
で
は
そ
れ
は
南

イ
ン
ド
の
海
島
な
い
し
海
辺
と
さ
れ
た
が
、
主
な

「
写
し
」
と
し
て
の
補
陀
洛
山
は
、

普
陀
山
―
―
中
国
中
部
の
東
方
　
　
洛
山
―
―
朝
鮮
半
島
中
央
部
の
東
海
岸

那
智
―
―
紀
伊
半
島
の
南
東
部
　
　
日
光
―
―
北
関
東
の
山
中

に
あ
る
。
三
箇
所
は
東
ま
た
は
南
の
方
位
に
あ
り
、
日
光
も
ま
た
山
地
の
東
端
に
あ
る
。
岩
戸
山

は
島
原
半
島
の
南
端
、
開
聞
嶽
も
薩
摩
半
島
南
端
に
あ
り
、
紀
伊
水
道
に
浮
か
ぶ
伊
島
も
淡
路
島

か
ら
見
て

「南
は
南
海
補
陀
落
の
山
に
対
ひ
た
り
」
（
『
梁
塵
秘
抄
』
巻
二
、
三

一
五
）
と
う
た

わ
れ
た
よ
う
に

「南
海
」
に
あ
る
と
さ
れ
た
。
方
位
は
ど
こ
を
基
点
に
す
る
か
に
よ

っ
て
異
な
る

わ
け
だ
か
ら

一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
あ
る
国
や
地
域
の
東
や
南
の
海
辺

（
日
光
は
山
地
の
縁
）

に
補
陀
洛
山
が
成
立
し
た
場
合
が
多
い
こ
と
は
観
察
さ
れ
る
。

東
は
日
の
出
の
方
位
で
あ
り
、
南
は
日
の
射
す
方
位
で
あ
る
。
そ
し
て
東
や
南
は
太
陽
信
仰
の

濃
度
の
高
い
土
地
で
あ
る
。
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(9)侶 )(7)(6)(5)に)(3) (2)(1)注

坂
本
幸
男

ｏ
岩
本
裕
訳
注

『
法
華
経
』
（岩
波
文
庫
版
、　
一
九
六
七
年
）
に
よ
る
。

松
本
文
二
郎

「
観
音
の
語
義
と
古
代
印
度

・
支
那
に
於
け
る
其
信
仰
」
（
『
仏
教
史
雑
考
』
所
収
、　
一

九
四
四
年
。
初
出
は

一
九
二
〇
年
）。

普
陀
山
仏
教
協
会
編
、
王
連
勝
主
編

『
普
陀
洛
迦
山
志
』

一
六
三
頁

（
一
九
九
九
年
）
。

『
平
家
物
語
』
巻
十
、
「熊
野
参
詣
」
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。

根
井
浄

『
補
陀
落
渡
海
史
』
八

一
・
八
二
頁

（
二
〇
〇

一
年
）
。

『神
道
大
系
　
神
社
編
三
十

一
　

日
光

ｏ
二
荒
山
』
六

一
頁
。

注
０
の
書
、
七
〇
頁
。

注
０
の
書
、
四
〇
九

・
四

一
〇
頁
。

『箇
根
山
縁
起
井
序
』
（山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
１７

『
修
験
道
史
料
集

〔Ｉ
〕
東
日
本
編
』
所
収
、　
一

九
八
三
年
）
。

⑩
　
以
上
、
『
粉
河
寺
縁
起
』
。
日
本
思
想
大
系

『
寺
社
縁
起
』
所
収
。　
一
部
表
記
を
改
め
た
。

ｍ

　

『
醍
醐
寺
縁
起
』
。
原
漢
文
。
大
日
本
仏
教
全
書
八
三
所
収
。

Ｄ
　
以
上
、
『
石
山
寺
縁
起
』
。
大
日
本
仏
教
全
書
八
六
所
収
。

⑬
　
以
上
、
『
門
葉
記
』
巻
百
三
十
四
。
大
正
蔵
図
像
部
十
二
所
収
。

ｍ
　
梶
川
敏
夫

「京
都
静
原
の
補
陀
落
寺
跡
―
―
平
安
時
代
創
建
の
山
岳
寺
院
跡
―
―
」
（
「
古
代
文
化
」

四
二
、　
一
九
九
〇
年
二
月
）
。

０
　
一元
盛

『
三
十
三
所
坂
東
観
音
霊
場
記
』
。

ｍ
　
金
指
正
三
校
註

『
西
国
坂
東
観
音
霊
場
記
』
二
五
六
頁

（
一
九
七
三
年
）
。

ｍ

　

『琉
球
国
由
来
記
』
巻
十

一
。
「金
峰
山
観
音
寺
」
の
項
に
引
か
れ
る

「金
峰
山
補
陀
落
院
観
音
寺
縁

起
」
。
琉
球
史
料
叢
書
本
に
よ
る
。

ω
　
小
林
太
市
郎

「女
蝸
と
観
音

（完
と

（「
仏
教
芸
術
」
二
、　
一
九
四
八
年
十
二
月
）
。

⑩
　
西
郷
信
綱

『古
代
人
と
夢
』
第
二
章

「
長
谷
寺
の
夢
」
２

九
七
二
年
）
。

⑩
　
沼
義
昭

『
観
音
信
仰
研
究
』
第

一
章

「
長
谷
寺
の
観
音
信
仰
―
―

一
つ
の
元
型
の
た
め
に
」

ｏ
第
二

章

「山
と
水
と
観
音
」
２

九
九
〇
年
）
。
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The nalにlral landscape of Fudaraku

ICAN~NO Tonllkazu

Abstract: In the casc when Mt. Fudaraku, the place where Kannon lives, was folttned in various places,

the silnilarity of the natural landscape of original Fudaraku operatcs as a condition.In this paper, I stud…

ied about this connection, and also, about the reHgious meaning of it. The original Mt. Fudaraku cx―

plained in the Buddhist scriptures is sacred and fertile mountain which has both marine and mountain

elements. I proved that the landscape of it was copied to other Fudarakus RDl日 ned in various places。
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